


和とモダンの奇跡の調和を実現
五感で味わう究極の和リゾート

010011

夜はまばゆいばかりにライトア
ップされ、まるで黄金の館のよ
うだ。まさに世界に誇るリゾー
ト空間を実現している

1.自然の中の閑静な読書ルーム。一冊の本を手に取り、
静かに思索の時を過ごしたい

2.3.ロビーを抜けると中庭が広がり、夕暮れの
時間をのんびりと過ごせる。夜には満天の星空
を望める

日
本
百
名
山
の
一
つ
と
さ
れ
る
谷
川

岳
。
群
馬
・
新
潟
の
県
境
に
あ
る
三
国

山
脈
の
中
に
あ
り
、
周
囲
の
万
太
郎

山
・
仙
ノ
倉
山
・
茂
倉
山
な
ど
を
総
じ

て
谷
川
連
峰
と
言
い
、
そ
の
険
峻
は
剱

岳
・
穂
高
岳
と
と
も
に
日
本
三
大
岩
場

の
一
つ
に
も
数
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

雄
大
な
谷
川
岳
を
目
前
に
豊
か
な
緑
に

囲
ま
れ
、
谷
川
の
清
流
に
沿
っ
て
広
が

る
日
本
を
代
表
す
る
文
豪
た
ち
に
も
愛

さ
れ
て
き
た
静
か
な
谷
川
温
泉
の
地
に

『
別
邸
仙
寿
庵
』
は
建
つ
。
茅
葺
門
を
く

ぐ
る
と
そ
こ
は
別
空
間
が
広
が
り
、
訪

れ
た
ゲ
ス
ト
を
別
世
界
へ
導
く
。
さ
わ

や
か
に
渓
流
を
吹
き
抜
け
る
風
が
心
地

よ
く
、
自
然
を
肌
で
感
じ
る
事
が
で
き
、

玄
関
に
入
れ
ば
和
と
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

な
デ
ザ
イ
ン
の
調
和
の
館
内
に
感
嘆
す

る
。
ど
こ
か
懐
か
し
く
も
機
能
的
で
、

建
築
様
式
、
家
具
や
イ
ン
テ
リ
ア
の
一

つ
一
つ
に
至
る
ま
で
こ
だ
わ
り
が
う
か

が
え
る
。
ア
ジ
ア
に
お
け
る
リ
ゾ
ー
ト

を
目
指
し
、
'12
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
発
の

世
界
的
権
威
を
誇
る
高
級
ホ
テ
ル
＆
レ

ス
ト
ラ
ン
の
会
員
組
織
「
ル
レ
・
エ
・

シ
ャ
ト
ー
」
に
加
盟
し
た
。
世
界
に
通

ず
る
「
旅
館
の
お
も
て
な
し
」
を
体
現
す

る
為
「
和
の
リ
ゾ
ー
ト
」
を
追
求
し
、
今

も
な
お
進
化
を
続
け
る
こ
の
宿
で
は
、

日
常
で
は
味
わ
う
事
が
で
き
な
い
体
感

を
存
分
に
愉
し
み
た
い
。

PREMIUM STAY 2

日本百名山の四季が織り成す雄大な景観

全室に備わる源泉かけ流しの露天風呂で…

世界に誇る黄金を館で
至福の旬を堪能する

別邸 仙寿庵

谷川温泉

別邸 仙寿庵
べってい せんじゅあん

TEL 0278-20-4141
http://www.senjyuan.jp
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日　
　
　

光

那
須
高
原

鬼　

怒　

川

塩
原
温
泉
郷

群　
　
　

馬

一ノ鳥居（石鳥居）【重要文化財】
元和4年（1618）に筑前福岡藩主黒田長政によって奉納された
石造りの鳥居。江戸時代に作られた石造りの鳥居としては日本
最大級の大きさを誇る。掲げられている「東照大権現」の扁額
は、後水尾天皇の宸筆といわれている。

神輿舎【重要文化財】
春秋渡御祭に使用される三基の神輿が納められ
ている。建物内部には、天女の絵では日本一の
美人ともいわれる天井画が描かれている。

五重塔【重要文化財】
慶安3年（1648）に小浜藩主酒井忠勝に
よって奉納されたが、火災に遭い文政元年
（1818）に同藩主酒井忠進によって再建さ
れた。日光山内の神仏混淆のひとつ。初層を
飾る十二支の彫刻が鮮やか。

神厩舎（三猿）
【重要文化財】
神馬をつなぐ厩で、東照宮の境内で唯一の素木造り。
昔から猿が馬を守るとされているところから、長押に
猿の一生を描いた彫刻が8面ある。特に「見ざる、言わ
ざる、聞かざる」の三猿の彫刻で知られている。

眠り猫【国宝】
左甚五郎の作と伝えられ、その真裏には雀の彫刻もあ
る。猫が起きていれば雀は食べられてしまうが、ここで
は猫も居眠りをして雀と平和共存している、ということ
で平和な時代が到来したことを表しているといわれて
いる。

日光杉並木【特別史跡、
特別天然記念物】
寛永2年（1625）頃より松平正綱が約20年
の歳月をかけ植栽し東照宮に寄進した杉並
木。並木は日光街道、日光例幣使街道、会津
西街道に及び、全長約37㎞。世界一長い並木
としてギネスブックにも掲載されている。

渡御祭
「百物揃千人武者行列」
5月18日の春、10月17日の秋の2度開催される
例大祭のハイライト。久能山から家康の神霊を
日光に移した当時の祭典を再現したもの。二荒
山神社の境内に集合した産子会員（春1200人、
秋800人）が、表参道から神橋の近くの御旅所
まで約1キロの道を渡御する。

陽明門【国宝】
日光東照宮を代表する門。故事逸話や子供
の遊び、聖人賢人など500以上の彫刻が施さ
れており、一日中見ても飽きないことから「日
暮門」とも呼ばれている。

日
光
東
照
宮

神
君
家
康
公
の
霊
廟

N
IK

K
O

 T
O

S
Y

O
G

U

本地堂「日光の鳴龍」
薬師如来像を祀る堂。内陣に描かれた「日光の
鳴龍」は下で拍子木を叩くと天井が共鳴して、澄
んだ鈴の音が返ってくる。狩野永真が描いたが
焼損し、現在は堅山南風の復元したものが見ら
れる。

表門（仁王門）
【重要文化財】
東照宮最初の門で、左右に高さ4ｍの仁王像が
安置されており仁王門とも呼ばれている。82も
の鳥獣花木の彫刻が見られる。

奥社【重要文化財】
東照宮の祭神である徳川家康の墓所。207段の
石段を登ると銅鳥居があり、その先に拝殿と宝塔
がある。宝塔は家康の神柩のことで、金・銀・銅
の合金である唐銅製で造られている。

日光東照宮宝物館
東照宮350年祭の記念事業として、昭和43年
（1968）に開館した宝物館。家康の遺愛品や
朝廷から寄進された品々を収蔵展示している。

日光東照宮美術館
東照宮のかつての社務所を美術館にした建物。日
本画の大家・横山大観の襖絵『朝陽之図』をはじ
め、中村岳陵、荒井寛方、堅山南風らの150点以
上の杉戸絵、襖絵、障壁画、掛軸などを鑑賞する
ことができる。

まだまだ
見所満載！

武徳殿
【登録有形文化財】
大正4年（1915）に東照宮300年祭を記念して
建てられた参拝人休憩所が前身。剣・柔・弓道、
相撲などの部門からなる武道大会が行われてい
たが、大戦の影響で中止。戦後の占領政策によっ
て各種武道は禁止されたが、昭和26年（1951）
に剣道大会が全国に先駆けて開催され、のちに
現在の全日本剣道連盟も設立が決定されたこと
から「戦後剣道復活の地」とも称される。

唐門
【重要文化財】
東照宮の本社正門にあたる門。全体が胡粉で白
く塗られており、1枚のケヤキ板に4列27人の人
物が描かれている「舜帝朝見の儀」などの細か
い彫刻が施されている。

本社【国宝】
本殿・石の間・拝殿からなり、秀忠によって造営
された本殿は日光山内で造営した当時のままの
姿を伝えている。また、拝殿の左右には「将軍
着座の間」と「法親王着座の間」もある。

三神庫【重要文化財】
（上神庫・中神庫・下神庫）
三神庫とは上神庫・中神庫・下神庫の総称で、この中
に春秋渡御祭「百物揃千人武者行列」で使用される
馬具や装束類が収められている。上神庫の壁面には、
狩野探幽が実際の象を知らずに下絵を描いたという
「想像の像」の彫刻があり見もの。

　

江
戸
幕
府
の
初
代
将
軍
・
徳
川
家
康
を
祀
る
た
め

に
三
代
将
軍
で
あ
る
家
光
が
築
い
た
日
光
東
照
宮
。

「
費
用
は
一
切
お
構
い
な
し
」
と
い
う
家
光
の
意
向

で
日
本
中
の
か
ら
一
流
の
工
匠
た
ち
を
集
め
て
彫
刻

が
施
さ
れ
た
建
造
物
は
い
ず
れ
も
精
緻
を
極
め
、

「
日
光
を
見
ず
し
て
結
構
と
言
う
こ
と
な
か
れ
」
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
豪
華
絢
爛
な
も
の
と
な
っ
た
。
陽
明

門
や
三
猿
、
左
甚
五
郎
作
と
伝
わ
る
眠
り
猫
な
ど
見

所
が
多
い
。
建
物
は
9
棟
が
国
宝
、
94
棟
が
重
要
文

化
財
で
あ
り
、
そ
れ
ら
１
０
３
棟
の
う
ち
42
棟
が
世

界
遺
産
で
あ
る
。
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鬼
怒
川
の
温
泉
街
に
た
た
ず
む
『
鬼

怒
川
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
ズ
』
は
、
敷
地
内

に
４
つ
の
宿
が
並
ぶ
リ
ゾ
ー
ト
型
の
ホ

テ
ル
。
そ
れ
ぞ
れ
に
プ
ラ
ン
が
用
意
さ

れ
て
い
る
た
め
、
旅
の
予
算
や
目
的
に

応
じ
て
選
べ
る
の
が
魅
力
だ
。
そ
の
中

で
も
華
や
か
さ
が
際
立
つ
の
は
「
木
心

亭
」
と
名
付
け
ら
れ
た
宿
で
、
離
れ
の

趣
を
主
眼
に
建
て
ら
れ
た
。
客
室
は
季

節
を
テ
ー
マ
に
全
12
室
用
意
さ
れ
、
室

内
に
は
手
描
き
の
天
井
絵
や
漆
仕
上
げ

絵
屏
風
な
ど
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
う
ち

６
室
に
は
専
用
の
露
天
風
呂
が
備
わ
り
、

石
造
り
と
檜
造
り
の
2
種
類
を
優
雅
に

満
喫
で
き
る
の
が
嬉
し
い
。
夕
食
は
地

元
の
旬
の
素
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し

た
創
作
会
席
料
理
を
客
室
で
味
わ
え
る
。

料
理
人
が
吟
味
し
た
食
材
と
確
か
な
技

を
ゆ
っ
た
り
と
「
目
」
と
「
舌
」
で
楽

し
ん
で
ほ
し
い
。「
木
心
亭
」
の
ほ
か
に

も
、
本
館
に
相
当
す
る
「
木
楽
館
」、
花

鳥
風
月
を
テ
ー
マ
に
全
室
か
ら
渓
谷
が

眺
め
ら
れ
る
「
木
の
館
」、
和
の
趣
と
は

一
転
し
て
ア
メ
リ
カ
ン
な
雰
囲
気
を
ま

と
っ
た
「
パ
ー
ク
コ
テ
ー
ジ
」
の
３
つ

の
宿
が
あ
る
。
ま
た
益
子
焼
ギ
ャ
ラ
リ

ー
や
夏
季
限
定
の
滝
の
流
れ
る
プ
ー
ル
、

昔
懐
か
し
い
射
的
も
楽
し
め
る
提
携
店

の
お
祭
り
広
場
、
足
元
に
池
が
広
が
る

お
洒
落
な
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
な
ど
も
あ
り
、

自
分
好
み
の
旅
が
必
ず
見
つ
か
る
と
リ

ピ
ー
タ
ー
が
多
い
の
も
う
な
ず
け
る
。

鬼怒川温泉

鬼怒川パークホテルズ
きぬがわパークホテルズ

TEL 0288-77-1289
http://www.park-hotels.com

I N F O R M A T I O N

料 金

施 設

泉 質
効 能

チェック

住 所
交 通

1室2名／1泊2食付き1名（税別・入湯税別）
平　日 15,000円～
休前日 18,000円～
和63室、和洋38室、洋32室、内湯（男女入替2）、
露天風呂2（男女各1）、貸切露天風呂4、カラオ
ケバー、カラオケBOX、野外プール、卓球等
弱アルカリ性単純温泉
神経痛、筋肉痛、冷え性、疲労回復等
IN15:00～ ／ OUT～10:00

栃木県日光市鬼怒川温泉大原1409
電車／東武鉄道「鬼怒川温泉」駅より徒歩約5分
車／日光宇都宮道路「今市」ICよりR121経由で
約30分

1.大浴場は湯船も多彩。男女校体制で全ての風
呂が楽しめる。「大江戸浮世風呂」はその名の
通り、江戸の情緒が感じられる雰囲気が特徴

5.「木心亭」の客室一例。伝統的な和のし
つらえからは、気品が感じられる（露天風
呂付客室一例）

2.木の館客室一例。全室が鬼怒川渓谷に
面した客室は、本間10畳と次の間6畳に
広縁がついた贅沢な造り　3.木の館露天
風呂付客室一例。四季折々の風景に囲ま
れ、せせらぎを聞きながらゆっくりと湯
浴みを堪能できる　4.木心亭檜造りの露
天風呂付客室一例。源泉かけ流しの湯と
上品で繊細な檜の香りが、萌える若葉の
ゆるやかに揺れる静かな森に包まれるか
のような安らぎを与えてくれる

3

24

5

1

6
6.月見亭での夕食イメー
ジ。鍋を囲み、揚げ立て
天婦羅をはじめ、前菜、
造り、焼き物、蒸し物等、
地の食材と旬の味覚を取
り合わせた会席膳

7.料亭「月見亭」。中庭を眺めながら上質な食文化
を堪能できる一番人気のお食事処　8.会席料理（部
屋食）イメージ。栃木の味覚と四季の彩りを盛り込
み、その時に一番美味しい食材を最大限までいかし
て提供する

7

8

4つの宿から客室をチョイスする
自分好みの旅のスタイルを提供

………………………………………………………………………

この宿では、時代色の豊かな江戸浮世風呂、木の香り
豊かな古代檜風呂、色鮮やかな大露天風呂、情緒豊か
な屋形船風呂、個性豊かな樽風呂、野趣豊かな貸切露
天風呂（有料）などで、自分好みの温泉気分が味わえ
るのが魅力。全て男女入替制の為、全ての風呂が楽し
める。これらは全館共通で満喫する事ができる。

宿
人
の

こ
だ
わ
り




